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統計教育に関わる e ラーニングシステムとその効果
兼　子　良　久
1. はじめに
　大学教育においては , 文系・理系問わず多くの学問領域で統計学の知識が必要とされる
こと，企業の統計知識に対するニーズが高いことなどを背景に , 以前から統計教育の重要
性が指摘されてきたが，近年になって , 教育分野・ビジネス分野ともに統計知識がさらに
重視されるようになってきた。情報通信技術の発達によって収集・蓄積される , いわゆる
「ビッグデータ」の活用がビジネスの上で重要性を増してきたことも背景の 1 つにあるだろ
う。例えば ,2012 年度の高等学校入学生から実施された新学習指導要領では数学Ｉに「デー
タの分析」が追加されたが , 吉根ら（2012）は , 「統計学重視が欧米の常識になっていること」
とともに「社会におけるデータの役割が非常に大きくなっているので，その活用の普及が
望まれること」が背景にあると指摘している。一方で , 特に文系の学生にとっては , 統計学
は勉強しても習得できない，面白くないというイメージから学びのハードルが高いことも
事実である（柄本ら 2013b）。そのため , 統計学の分野においては , その教育をどのように
行うべきかが重要課題となっている。
　本稿の目的は , 統計学に関わる e ラーニング教材を作成し，その効果を検証することに
ある。e ラーニング教材は手段であり , 教材自体が統計学に対する学習意欲や知識向上に寄
与するわけではない。また , その活用には , メリット・デメリットの両面がある。しかしな
がら，e ラーニング教材は，動画を取り入れて視覚的側面から解説ができるなど , 理解を促
す工夫がしやすく , 数値を扱う統計学に限って言えば活用のメリットは大きい。さらに , 統
計学の学びのハードルを下げるためや，統計学の知識を活用する実践力をつけるために，
現実のデータを分析する実践過程に力点を置く統計学の授業も多い。このような形態をと
る授業では , パソコンを活用するという点で e ラーニング教材との相性は良いと考える。
本稿の構成は次のようになっている。2 節で既存研究をレビューし ,3 節で研究の枠組みを
示す。4 節で e ラーニング教材を作成するために実施された調査と , それを基に作成された
e ラーニング教材について解説し ,5 節で e ラーニング教材活用の効果を検証する。最後の
6 節で結論を述べる。
2. 既存研究
2-1. 統計教育の内容
　統計学は多くの学問分野を支える基本リテラシーであり，同時に一般社会人が日常の生
活と仕事を情報豊かに過ごすための基礎リテラシーでもある（渡辺ら 2007）。企業等を対
象として実施された調査においても，統計学は大学のうちに最も学んでおいて欲しい内容
とされている（eg., 武田 1995；瀬沼 2004；橋本 2011）。例えば，武田（1995）が実施した
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数学教育に関する調査では，新人社員が大学で学んでおいて欲しい数学領域では，どの業
種においても統計学が 1 位となっている。
　統計教育の内容にはいくつかの種類がある。伊藤（2007）は，統計学を主専攻としない
学生のための入門コースとして，「（１）統計学基礎」「（２）統計実践の基礎」「（３）初頭
ベイズ統計学」の 3 つのタイプがあるとしている。「統計学基礎」は，数学志向で公式の導
出に力点が置かれており，度数論的確率の立場から統計の数理が取り扱われる。「統計実践
の基礎」は，度数論的確率の立場であるが，現実のデータ処理にあたっての統計的ものの
考え方に力点が置かれる。「初頭ベイズ統計学」は，主観的確率に基づくベイズ統計の方法
は度数論的確率に基づく方法のような欠点を持っていないと主張する。伊藤（2007）は，「（２）
統計実践の基礎」のコースが，統計リテラシー教育の完成のためには望ましいとしている。
実際，統計学の実践力については，企業側からのニーズも高い。橋本（2011）は，データ
分析と統計知識のニーズに関わる調査を企業及び公共団体に対して実施し , 文系・理系の
出身に関わりなく統計知識全般へのニーズは非常に高いこと，特に文系学生は企業が求め
るニーズには応えられていないこと，統計知識を有していても実践では役立てられておら
ず，「知識だけではなく，実践力」が必要とされていること を明らかにしている。この結
果を踏まえ，橋本（2011）は，統計学は，問題解決のツールとして位置づけられる必要が
あると述べている。
2-2.e ラーニングによる統計教育
統計学の授業の実践については，国内でも様々な方法が提案されているが（eg., 持元 
2009; 橋本・荒木 2010；太田 2011），近年はパソコンやインターネットの普及を 1 つの背
景として，e ラーニングによる統計教育も提案されている（eg., 向後 2005；高橋 2006; 渡
辺ら 2007；柄本ら 2013a；柄本ら 2013b）。e ラーニングによる学習は，授業としての緊張
感が薄れやすいこと，読み飛ばしなど手抜きが発生する可能性があること，質疑応答が即
座にはできないことなどデメリットもあるものの，理解できるまで何度でも視聴できるこ
と，個々人のペースに合わせて学習ができること，紙ベースの教材とは異なり動画を取り
入れることができること , やむを得ず欠席した学生も学習できることなど利点も多い。高
橋（2006）は，e ラーニング支援システムの Blackboard を使い，授業で使用した資料の配
布，参考文献や統計に関係する Web サイトの紹介を行うとともに，掲示板を利用した質
問の受付や情報提供を行っている。e ラーニング導入については，コンテンツを作成して
いるわけではないため客観的評価は難しいとしながらも，多様な学生の学習スタイルに応
える意味では有効であったと結論づけている。また , 柄本ら（2013a;2013b）は，社会人学
生を対象とした授業において実際にコンテンツを作成し，その効果を検証している。結果，
教材を使用する前よりも，「必要性の認知（※ 統計学は役立つとの意識）」「能力の認知（※
統計学を理解できる自信）」「学習の楽しさ」の向上が認められたことを報告している。
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3. 研究の枠組み
柄本ら（2013a;2013b）は , 社会人学生を対象として e ラーニング教材の効果を検証して
いる。本稿では，柄本ら（2013a;2013b）の研究を土台とし，文系大学生を対象とした e ラー
ニング教材活用の効果を検証する。本研究の対象者は , 柄本ら（2013a;2013b）と比較すると ,
統計学に対して関与がさらに低いことが想定される。そのため ,e ラーニング教材の作成に
あたっては , 事前に , 学生に対して統計学に関する意識調査を行うことで , その結果を e ラー
ニング教材の設計に反映させることにした。e ラーニング教材作成後，教材を利用した授
業を実施し , 再度 , 統計学に関する意識調査を行う。最後に e ラーニング教材作成前に実施
した意識調査の結果と比較することで効果を検証する（図 1）。
図 1. 研究の枠組み
4. 事前調査
　下山（1985）の学習意欲の構造によれば（図 2），学習意欲には「基本的傾向」「学習意
欲への方向づけ」「学習結果」が影響する。「学習意欲」とは『積極的に学習しようとする
気持ち』『種々の動機の中から学習への動機を選択して，学習することを目標とする能動的
意思活動』を指す（下山 1985）。「基本的傾向」とは，モチベーションやパーソナリティを
指し，成功動機，失敗回避動機，有能感などが含まれる。さらに，内面的側面を学習へと
方向づける要素があり，当該科目への興味，目的意識，必要感などが含まれる。最後に「学
習結果」は，成功・失敗経験を通じて以後の学習意欲にフォードバックされるものであり，
達成感，充実感，自己評価などが含まれる。
　学習意欲の構造を基にすれば，「学習意欲」の先行要因として , 授業内容を工夫すること
で操作可能な変数は「学習への方向づけ」に絞られる。「基本的傾向」は個人特性を含み ,
操作は容易ではない。また ,「学習行動」「学習結果」に関しては ,「学習意欲」が先行要因
の一部になっている。そのため，「学習への方向づけ」と「学習意欲」の関係性を明らかに
することで ,e ラーニング教材の設計を行うことにした。
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　図 2. 学習意欲の構造
　　出典：下山 (1985)
統計学に関する意識調査の回答者は「学習への方向づけ」「学習意欲」に関わる各項目に
5段階（1.まったく当てはまらない～5.かなり当てはまる）で回答する。具体的な測定項目は，
柄本ら（2013a）で使用されている 19 項目に , 新たに 10 項目を加え，計 29 項目を作成した。
調査は，筆者の統計学の授業を受講している学生 62 名に対して実施し，有効回答数は 60
名となった。
各項目に対する回答に因子分析（主因子法：バリマックス回転）を行った。また , 共通
性が低い項目については , 最終的に分析対象項目から除いた。結果を表 1 に示す。因子分
析の結果，固有値が 1 以上となった因子は 5 因子であった。因子 1 は「いろいろな事が知
りたいので，家でも勉強したい」「自分で目標や計画を立てて，勉強をしたい」等から構成
されており，「学習意欲」に関わる項目と判断できる。因子 2・因子 4・因子 5 は，柄本ら（2013a）
を参考に，それぞれ「学習の楽しさ」「必要性の認知」「能力の認知」と名付けた。因子 3 は，「数
量的データを自由に分析できるようになりたい」「合理的に考えることができるようになり
たい」から構成されており，「目的意識」と名付けた。
表 1. 因子分析の結果
変　数
因子 1
学習
意欲
因子 2
学習の
楽しさ
因子 3
目的
意識
因子 4
能力の
認知
因子 5
必要性の
認知
いろいろな事が知りたいので，家でも勉強したい 0.777 　 　 　
自分で目標や計画を立てて，勉強をしたい 0.700 
苦手でも勉強したい 0.686 
「勉強しなさい」と言われなくても，勉強したい 0.667 
予習復習はしたい 0.582 
統計学は，社会での意思決定に必要なものだ 0.495 　 　 　 　
統計学は面白い
統計学が好きだ
0.862
0.846 
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出典：下山(1985) 
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統計データを読むことは楽しい 0.680 
統計学を学ぶのは楽しい 0.764 
数量的データを自由に分析できるようになりたい 0.798 　 　
合理的に考えることができるようになりたい 0.676 
様々なデータ分析手法を習得したい 0.662 
数量的データに強くなりたい 　 0.760 　 　
努力しても統計学ができるようにはならない 　 -0.762 　
数量的データがあっても簡単な集計しかできない -0.761 
勉強しても統計学を使えるようにはならない -0.737 
統計学の授業についていく自信がない 　 -0.532 　
統計学は，将来の仕事に役立つと思う 　 　 0.616 
統計学は，データを分析するのに必要である 0.559 
統計学は，日常生活にも役立つものだ 　 　 0.400 
　
固有値 3.44 3.28 2.93 2.30 1.61 
寄与率 0.16 0.16 0.14 0.11 0.08 
次に「学習意欲」に影響する要素を検討するため ,「学習意欲」を従属変数，「学習の楽しさ」
「目的意識」「能力の認知」「必要性の認知」を独立変数とする回帰分析を行った。結果 ,「目
的意識」が 1％水準，「必要性の認知」が 5％水準で有意となった（表 2）。
社会人が統計学を学ぶ場合 , 純粋な意味で興味があるかどうかは別として , 多くは目的意
識や必要性を感じているケースが多いだろう。一方 , 学生の場合には , 受講にあたって目的
意識が希薄であったり , 必要性自体を感じていないものもいると考えられ , この 2 点を特に
意識した e ラーニング教材を作成することとした。
表 2. 回帰分析の結果
変　数
偏回帰
係数
標準誤差
標準偏回帰
係数
Ｆ　値 ｔ　値 Ｐ　値 判　定
学習の楽しさ 0.184 0.146 0.150 1.583 1.258 0.214 
目的意識 0.664 0.163 0.476 16.515 4.064 0.000 **
能力の認知 0.005 0.146 0.003 0.001 0.033 0.973 
必要性の認知 0.538 0.253 0.245 4.530 2.128 0.038 *
定数項 7.554 2.882 　 6.869 2.621 0.011 *
修正 R2 乗：0.4997　*:5% **:1%
5.e ラーニング教材の概要
システムは，「講義」「練習問題」「小テスト」「質問」から構成される（図 3）。「講義」
は全 10 回分が用意されており，統計学に関わる各内容を学ぶ事ができるようになっている
（図 4）。学びたい内容を選択することで，それに応じたページに切り替わる。また，受講
生は「練習問題」「小テスト」で , 学んだ内容の理解度をチェックすることが出来るようになっ
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ている。「練習問題」「小テスト」を選択すると，チェックしたい内容に応じて，課題が記
載されたエクセルをダウンロードすることが出来るようになっている。また，各課題に解
答した後はシステムからアップロードしての提出が可能である。
さらに , e ラーニング教材の場合 , 質疑応答がタイムリーには難しいという問題がある。
そのため , 受講内容に関して質問がある場合には，「質問」ボタンを押して専用ページから
書き込んでもらうことで，管理者の管理画面から質問内容を即座にチェックできるように
している。 
以下では，第 4 回の講義内容となっている標準偏差を例に解説したい。講義の進行状況
は，画面上部のバーによって示され , 受講生はおおよその進行状況を確認できるようになっ
ている。e ラーニング教材には，どの程度積極的に取り組むかは受講生に委ねられ，それ
を管理することが難しいという問題点ある。そのため，学習にあたっては，4 節で示した
統計学に関する意識調査の結果に基づき，いくつかの工夫を施している。まず ,「学習意欲」
には「目的意識」が強い影響力を持っていた。そこで , 学習の開始にあたっては，受講生
に具体的な到達目標を示すことで，目的意識を持って学習することができるようにしてい
る（図 5）。講義の最後には , 後述するように目標達成度を自己評価するページが表示される。
また ,e ラーニング教材で学習する際には，「読み飛ばし」が発生する可能性がある。読
み飛ばしは内容の理解度にも影響する。そのため，各ページの解説は付箋で覆われており，
指定の順番に付箋を剥がしながら文章を読んでいくという形式にしている。さらに，実際
の講義にも言えることではあるが，一方通行になることで集中力が途切れてしまう可能性
がある。そのため , 数ページに一度の頻度で，求めに応じて解答を書き込む欄を設けており ,
都度，解答をしていかないと講義が進められないようにしている（図 6）。
図 4. システムの画面例図 3. システムの画面例
 6
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統計学の各手法に関して，理論的解説はもちろん重要ではある。しかしながら，それを
中心に据えると，数式による解説が中心となり受講生の知識の程度によってはハードルが
格段に高まるとともに，必要性も認知されにくくなるといった欠点もある。特に必要性に
関しては , 学習意欲との関係性が確認された項目である。そのため , 講義内容の関しては，
ビジネスや日常生活で，どのように役立つのか（どのように使われているのか）を理解し
てもらうために，身近な事例を取り上げながら解説している（図 7）。
また，出来るだけ数学的記述を避けるのに加え，e ラーニング教材の特徴を生かしたフ
ラッシュを活用することで視覚的な面からも理解を促すようにしている。例えば，図 8 で
はグラフと数表中の数値との対応関係を示すため，数値をマウスオーバーすることで，各
数値がグラフ上のどの部分に対応しているのかが動画で強調されるようになっている。
図 6. システムの画面例図 5. システムの画面例
図 8. システムの画面例図 7. システムの画面例
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体的な到達目標を示すことで，目的意識を持って学習することができるようにしている（図
5）。講義の最後には,後述するように目標達成度を自己評価するページが表示される。 
また,e ラーニング教材で学習する際には，「読み飛ばし」が発生する可能性がある。読み
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指定の順番に付箋を剥がしながら文章を読んでいくという形式にしている。さらに，実際
の講義にも言えることではあるが，一方通行になることで集中力が途切れてしまう可能性
がある。そのため,数ページに一度の頻度で，求めに応じて解答を書き込む欄を設けており,
都度，解答をしていかないと講義が進められないようにしている（図 6）。 
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てもらうために，身近な事例を取り上げながら解説している（図 7）。 
また，出来るだけ数学的記述を避けるのに加え，eラーニング教材の特徴を生かしたフラ
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 講義の最後には，実際に計算をしてもらうとともに（図 9），理解度を確認するために練
習問題に取り組んでもらう。練習問題が記載されているエクセルをダウンロードし，解答
を終えたらアップロードを行う（図 10）。先述のように，練習問題はメニューバーからいつ
でも解答できるようになっている。アップロードされたエクセルは，管理画面から管理者
がチェックできる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 講義を終えたら，最初に示した到達目標の達成度についての自己評価を 5 段階で回答す
る。また，質問がある場合には，質問を記入できる欄も設けている（図 11）。 
 
 
 
図 7.システムの画面例 図 8.システムの画面例 
図 9.システムの画面例 図 10.システムの画面例 
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講義の最後には，実際に計算をしてもらうとともに（図 9），理解度を確認するために練
習問題に取り組んでもらう。練習問題が記載されているエクセルをダウンロードし，解答
を終えたらアップロードを行う（図 10）。先述のように，練習問題はメニューバーからい
つでも解答できるようになっている。アップロードされたエクセルは，管理画面から管理
者がチェックできる。
　講義を終えたら，最初に示した到達目標の達成度についての自己評価を 5 段階で回答す
る。また，質問がある場合には，質問を記入できる欄も設けている（図 11）。
図 9. システムの画面例 図 10. システムの画面例
図 11. システムの画面例
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 講義を終えたら，最初に示した到達目標の達成度についての自己評価を 5 段階で回答す
る。また，質問がある場合には，質問を記入できる欄も設けている（図 11）。 
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 最後に，講義中に求めに応じて入力した内容が一覧で表示される（図 12）。問題がなけれ
ば，送信ボタンを押して講義を終了する（図 13）。また，受講生の入力内容は CSV 形式のフ
ァイルにまとめられ，管理者が確認できるようになっている（図 14）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. テムの画面例 
図 12.システムの画面例 図 13.システムの画面例 
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　最後に，講義中に求めに応じて入力した内容が一覧で表示される（図 12）。問題がなけ
れば，送信ボタンを押して講義を終了する（図 13）。また，受講生の入力内容は CSV 形式
のファイルにまとめられ，管理者が確認できるようになっている（図 14）。
5. 効果の検証
効果測定は，筆者の統計学の授業を受講している学生を対象に行った。受講生は前節で
紹介した e ラーニング教材を使い , 標準偏差の回を受講する。効果検証に使った e ラーニ
ング教材の標準偏差の回に関して , 開始から終了までにかかった時間は 50 分程度であった。
e ラーニング教材での受講を終えたら , 受講生は事前調査と同じ項目が記載されたアンケー
トに回答する。また，アンケートには ,e ラーニング教材に対する意見を自由記述で回答し
てもらう項目も設けた（「今回のテキストに対する，あなたのご意見を自由にお書きくださ
い」）。
事前調査と事後調査の回答者は同一であり , いずれもサンプル数は 60 である。事前調査
で抽出された因子にしたがって , 事前調査と事後調査の平均値の差の検定を行った。結果
図 13. システムの画面例図 12. システムの画面例
図 14. システムの画面例
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5.効果の検証 
 効果測定は，筆者の統計学の授業を受講している学生を対象に行った。受講生は前節で
紹介した eラーニング教材を使い,標準偏差の回を受講する。効果検証に使った eラーニン
グ教材の標準偏差の回に関して,開始から終了までにかかった時間は 50 分程度であった。e
ラーニング教材での受講を終えたら,受講生は事前調査と同じ項目が記載されたアンケー
トに回答する。また，アンケートには,e ラーニング教材に対する意見を自由記述で回答し
てもらう項目も設けた（「今回のテキストに対する，あなたのご意見を自由にお書きくださ
い」）。 
事前調査と事後調査の回答者は同一であり,いずれもサンプル数は 60 である。事前調査
で抽出された因子にしたがって,事前調査と事後調査の平均値の差の検定を行った。結果を
表 3に示す。平均を確認すると,「学習意欲」「学習の楽しさ」「目的意識」「必要性の認知」
「能力の認知」のいずれもポジティブな結果となった。「学習意欲」「学習の楽しさ」「目的
意識」「必要性の認知」の値は受講前よりも高くなっており,統計学に対する苦手意識を示
す「能力の認知」の値は,受講前よりも低くなっている。特に「学習の楽しさ」に関しては
大きな改善が見られた。平均値の差は,いずれも 1％水準で有意となった。 
 
表 3.差の検定の結果 
    平均 標準偏差 t 検定 
学習意欲 
受講前 2.96  0.74  0.000  
受講後 3.47  0.68  ** 
学習の楽しさ 
受講前 3.05  0.90  0.000  
受講後 3.68  0.85  ** 
4. ステムの画面例 
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を表 3 に示す。平均を確認すると ,「学習意欲」「学習の楽しさ」「目的意識」「能力の認知」「必
要性の認知」のいずれもポジティブな結果となった。「学習意欲」「学習の楽しさ」「目的意
識」「必要性の認知」の値は受講前よりも高くなっており , 統計学に対する苦手意識を示す
「能力の認知」の値は , 受講前よりも低くなっている。特に「学習の楽しさ」に関しては大
きな改善が見られた。平均値の差は , いずれも 1％水準で有意となった。
表 3. 差の検定の結果
　 　 平均 標準偏差 t 検定
学習意欲
受講前 2.96 0.74 0.000 
受講後 3.47 0.68 **
学習の楽しさ
受講前 3.05 0.90 0.000 
受講後 3.68 0.85 **
目的意識
受講前 3.98 0.79 0.003 
受講後 4.22 0.73 **
能力の認知
受講前 2.66 0.76 0.000 
受講後 2.31 0.67 **
必要性の認知
受講前 4.09 0.67 0.000 
受講後 4.38 0.57 **
受講生が使用した e ラーニング教材に対する意見を , テキストマイニングツールで要約
した結果を図 15 に示す。
図 15.e ラーニング教材に対する意見
※ 図中の点線に関しては , 筆者が追加。
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目的意識 
受講前 3.98  0.79  0.003  
受講後 4.22  0.73  ** 
必要性の認知 
受講前 4.09  0.67  0.000  
後 4 38  57  **
能力の認知 
受講前 2.66  0.76  0.000  
受講後 2.31  0.67  ** 
 
 
 受 意見を,テキストマイニングツールで要約し
た結果を図 15 に示す。 
 
図 15. ング教材に対する意見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図中の点 は,筆者が追加。 
 
e ラーニング教材に対する意見は大きく 6分類される。全体としてはポジティブな意見が
大半を占めた。  
 
・「自分のペースで進めることが出来る（例：自分の操作で進めていくため，自分のペース
で進むことができて良かったです）」 
・「わかりやすかった（例：思ったより分かりやすく学べた。これなら，統計学の勉強を始
めるとっかかりが出来て楽しく勉強できました）」 
・「標準偏差を理解できた（例：数字に弱い自分でもなんとか達成することが出来た。統計
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e ラーニング教材に対する意見は大きく 6 分類される。全体としてはポジティブな意見
が大半を占めた。 
・「自分のペースで進めることが出来る（例：自分の操作で進めていくため，自分のペー
スで進むことができて良かったです）」
・「わかりやすかった（例：思ったより分かりやすく学べた。これなら，統計学の勉強を
始めるとっかかりが出来て楽しく勉強できました）」
・「標準偏差を理解できた（例：数字に弱い自分でもなんとか達成することが出来た。統
計学が使えると便利だと思った）」
・「楽しく学べた（例：とても楽しく学習することが出来た）」
・「興味を持つことができた（例：内容が分かりやすく，統計学の必要性を感じ興味を持
つことが出来ました）」
・「自習に使える（例：自習に使えると思った）」
6. まとめ
　統計学は , その知識や実践に対するニーズの高まりとは対照的に , 学生・社会人問わず苦
手意識の高い分野である。e ラーニング教材は , あくまで統計教育の手段にすぎず , それ自
体が学習意欲を向上させるものではない。しかしながら , e ラーニング教材は , 通常の講義
や書籍にはない長所も多く , 学習意欲向上のための工夫を施しやすい。数値を扱う統計学
に関して言えば , 個々人のペースに合わせて学習ができること，動画を取り入れることが
できることなど ,e ラーニング教材活用のメリットは大きい。
　本稿では , 統計学に関わる e ラーニング教材を作成し，その効果を検証した。事前調査
で統計学に対する意識を聞いたところ , 統計学の「学習意欲」には ,「目的意識」「必要性
の認知」が有意に影響していた。学生の場合は受講にあたって , 目的意識が希薄であった
り必要性自体を感じていない場合も多い。そのため , e ラーニング教材に関しては , 学習に
あたっての到達目標を明示するとともに , ビジネスや日常生活で，どのように役立つのか
を中心に解説していく内容とした。また , 読み飛ばしの発生を極力回避するため , 解説を指
定の順番に付箋を剥がしながら文章を読んでいく , 数ページに一度の頻度で求めに応じて
解答を書き込む欄を設けるなどの工夫を施した。さらに ,e ラーニング教材の特徴を生かし
たフラッシュの活用で視覚的な面からも理解を促すようにした。e ラーニング教材の受講
前と受講後に受講生に対してアンケート調査を行ったところ ,「学習意欲」「学習の楽しさ」
「目的意識」「能力の認知」「必要性の認知」に関する回答の平均は , 受講前と比較してポジティ
ブとなっており総じて向上した。結果として , 文系の大学生を対象とした ,e ラーニング教
材を活用した授業に関しても , ポジティブな効果を確認することが出来た。本研究では「目
的意識」「必要性の認知」は「学習意欲」を向上させる要素であることを指摘したが，「学
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習の楽しさ」「能力の認知」も重要な要素であることに変わりはない。e ラーニング教材に
対する自由記述において，教材を通した楽しさや理解しやすさが多く述べられており、そ
れを通じて統計学に興味を持つことが出来たとの意見も見られた。
　最後に今後の課題について述べておきたい。まず , e ラーニング教材は 1 回分の講義しか
実施しておらず , 非常に短期的な効果しか測定できていない。また , 今回は標準偏差の回の
みを測定対象としているため , 他の回を測定対象に入れた場合 , 結果は異なってくる可能性
がある。したがって , e ラーニング教材の継続的使用を含めた効果が測定されなければなら
ないだろう。また , 今回作成した e ラーニング教材は , パソコンからの閲覧を前提としてお
り , タブレット PC を通じた学習については考慮していない。e ラーニング教材で使用して
いるフラッシュ動画などは , タブレット PC では対応していない事も多く , タブレット PC
を通じた学習は難しい。現在は , タブレット PC が普及しつつあり , その利用を前提としな
いことは現実的ではないかもしれない。したがって , タブレット PC での学習を踏まえた e
ラーニング教材の作成が必要とされるだろう。
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